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   馨難要旨譲受纏適欝婆欝『暴謁・y
  言容諮
  灘三三一嬉嬉薮=
    蓬よる脳波所見上の差異を求めて出産障譲見礪床上の醸を継舳研究より網羅峯華懸欝欝蕪言1
    毫テ法藩響睾輸鰹整㌧
   達餐『冠言成熟児6例,巨1大,冠3例)ど異常出産羅緊萎藤難簸
   鐸よりなり,后者ではさらに7例に仮死還峯匡慶3例をも含む。脳波は生后4G円盤肇難1載ダ11マ■総葦・“一
   辷り描記し,光音刺激を償相 盤齢
   薄総
  護る継時記録を行った 時に周導
   噛し,α,搬の躍撫と月令と醐慧i!こ/蟄鱗1戴.蘇.慧 
    
ミ零謙
   馨『章鷺
   義繋
   正常出産 醒時に低電圧速波1蘇.畦12・
   ■PS)が不規則に混入し・律 乏1鞍1
   馨喬す速波(マ5～5〔}cPSとくにユ7験離載
   妻∂増加がみられ,これらが新生児脳波葦鑛薄頭野索1則領野〉眉頭野の順に律働の雛熱、1一言一『欝欝一
   皮上の反 さない。また未熟児,1紛馨:・r『      歓
   漆“をみ・正常出 にみられぬ所見とし譲欝欝、、鎮扇、
   毫cps)("例)わ)局在性の鋭譲鯵一箱
   ミヨ生腐電圧徐波は銀子分娩に最も高率1襲
   憶鋭波は鉗子分娩窪例,帝王切開,自!戦緊
   霞みると仮死1度!では4Z8%に,五衰護叡藝/i
   馨転五度では60%に認めたD ように葉無
   1薫鬱結i。     緯
   舞翌・、一藪繋.
   {ll繋。
   ,箋甑
   .響藪
   摯謙』
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   所見上の差異を求めて研究より解朝しようと鋭・蓊欝一離籍翫
   認繋、錨華言1「、
   勉,帝王切開,吸引分欝難』
   春6ケ月,最高6間ま陸墨獣・二
    馨養r垂憾フれた様なδ波が基調鱗欝欝藤“で.・襲総.
   児,巨大掘聞に辮
   『寒織、襲一
  1γ一
    ならず,撒,購圧/憂縫“湧
    {,その出現は分娩様、蕪.幸蒜鮮。
     、思われた。..!となく,継時記録に…》著鞭一欝離繋昏臨蕉、『
  掛よび 目すべ.坤
   のは4例で,疑“・
     灘示し隈常髄/叢窪!=、難難翻欝、
  総、
  三熱、
  と これらの所見
  畢について を和え
     霞について検討してい身畢勲爵・慌ヂ
    、■ヰ塗姪馨懸一聯欝
   
  
欝『
   
  
薮、鑑瓢
   
  
漫馨歎ざ..・“1/
   、、勤
   1書『、醸臨
